
 ベトナムにはお正⽉が２回あります。それは⻄暦新年（１ ベトナムにはお正⽉が２回あります。それは⻄暦新年（１
⽉１⽇）と陰暦新年（旧正⽉）です。⻄暦の１⽉１⽇では、⽉１⽇）と陰暦新年（旧正⽉）です。⻄暦の１⽉１⽇では、
学校や会社は休みとなり、家族と⼀緒に休んだり旅⾏に学校や会社は休みとなり、家族と⼀緒に休んだり旅⾏に
⾏ったりする時間に使われます。⾏ったりする時間に使われます。
 ベトナムの正式な祝⽇新年は旧正⽉で「テト」と呼ばれています。陰暦の１⽉１⽇で祝われるため、毎 ベトナムの正式な祝⽇新年は旧正⽉で「テト」と呼ばれています。陰暦の１⽉１⽇で祝われるため、毎
年⽇にちが変わり、今年の旧正⽉は 2025 年の１⽉ 29 ⽇です。テトの休暇は通常２週間程度あるため、年⽇にちが変わり、今年の旧正⽉は 2025 年の１⽉ 29 ⽇です。テトの休暇は通常２週間程度あるため、
多くの⼈たちが帰省し、家族と再会する⼤切な時期です。テトの前には、家族全員が集まって家の掃除や多くの⼈たちが帰省し、家族と再会する⼤切な時期です。テトの前には、家族全員が集まって家の掃除や
飾り付け、買い物、そして新年の料理を準備します。12 ⽉ 30 ⽇（陰暦）の夜には、新年を迎えるための飾り付け、買い物、そして新年の料理を準備します。12 ⽉ 30 ⽇（陰暦）の夜には、新年を迎えるための
特別なテレビ番組やカウントダウンの花⽕が⾏われます。そして、１⽉１⽇（陰暦）には、みんなは新し特別なテレビ番組やカウントダウンの花⽕が⾏われます。そして、１⽉１⽇（陰暦）には、みんなは新し
い明るい⾊の服を着て、過ごします。ベトナムでは⾚と⻩⾊が幸運を招く⾊と考えられており、テトの時い明るい⾊の服を着て、過ごします。ベトナムでは⾚と⻩⾊が幸運を招く⾊と考えられており、テトの時
期にはこれらの⾊の服が⼈気です。その後、家族全員が祖⽗⺟や親戚に新年の挨拶をしたり、お墓参りに期にはこれらの⾊の服が⼈気です。その後、家族全員が祖⽗⺟や親戚に新年の挨拶をしたり、お墓参りに
⾏ったり、寺院で平穏な新年を祈願します。また、ベトナムでも⽇本と同じようにお年⽟の⽂化がありま⾏ったり、寺院で平穏な新年を祈願します。また、ベトナムでも⽇本と同じようにお年⽟の⽂化がありま
す。⼦どもたちは⼤⼈からお年⽟をもらい、健康に成⻑するようにと願われます。す。⼦どもたちは⼤⼈からお年⽟をもらい、健康に成⻑するようにと願われます。
 私にとって、テトの最も好きな時間は準備をしている時です。みんなで街を歩 私にとって、テトの最も好きな時間は準備をしている時です。みんなで街を歩
きながら、テトの雰囲気や⾵景を楽しむ時間が、毎年楽しみにしているひととききながら、テトの雰囲気や⾵景を楽しむ時間が、毎年楽しみにしているひととき
です。そして、みんなでキッチンに集まって伝統的な料理を作るのも、私にとっです。そして、みんなでキッチンに集まって伝統的な料理を作るのも、私にとっ
ては⼤切な思い出です。忙しい現代社会の中で、時には慌ただしさに追われて、ては⼤切な思い出です。忙しい現代社会の中で、時には慌ただしさに追われて、
故郷の伝統的な美しさを忘れてしまうこともあります。けれど、テトの時期こそ、故郷の伝統的な美しさを忘れてしまうこともあります。けれど、テトの時期こそ、
改めてその美しさを感じ、家族と過ごす時間を⼤切にすることができます。改めてその美しさを感じ、家族と過ごす時間を⼤切にすることができます。

Hãy cùng khám phá Việt Nam nhé!
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地域を変える

地域おこし協力隊 細野 達也さん
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